
令和 7年度事業概要報告

はじめに、「災害時における被災者相談業務の実施に関する協定書」が、令和

7年 12月 1日 の揚浅町を最後に、県下 30市町村におきまして全て締結完了
となりましたので報告いたします。

同時に、「不日歌山県司法書士会防災及び災害姑策規程」及び「災害対策マニュ

アル」も理事会の承認により制定いたしました。

「和歌山県司法書士会防災及び災害対策規程」には、災害発生時の被害を最小

限度にとどめ、又は被害を未然に防止するため、当会の災害対策としての組織体

制の基本を定めました。

「災害対策マニュアル」には、前記規程を受けてより具体的な①組織体制②緊

急連絡網③情報収集と提供④応急措置⑤復旧・事業継続対策⑥地域社会に姑す

る支援活動⑦災害予防対策③事務局職員マニュアルを整備いたしました。

次に、司法書士総合相談センター等の継続的な相談業務に加え、和歌山地方法

務局からの依頼を受けて、令和 7年 8月 より毎月第 1及び第 3木曜 日に「法務局

における無料登記相談所」を開設いたしました。

これにより、「相続登記の義務化」に伴い増加 した相談者に対するよリー層の

相談業務の強化を図 り、あわせて法務局窓日の混雑の緩和と、登記処理のスピー

ドアップに貢献 しています。

「リーガルエコープロジェク ト」は、共創メンバーである三井住友海上火災保

険株式会社及びその代理店グループ (MSA)の 会合に当会司法書士講師を派遣
し交流事業を開始 しました。

成年後見業務に関する運営につきましては、設立された一般社団法人が会費

徴収の方針を決議 し、少 しずつではありますが組織の体制を安定させようと努

力いたしてお ります。

以下各部から詳細な報告をいたします。



総務部事業報告

総務部長 桝谷知樹

1.非司調査及びその対策

司法書士法施行規則第 41条 2の規定による調査 (非司調査)を実施

調査 日時 :令和 7年 11月 20日 9:30～ 17:00 調査員 :延べ 16名

調査対象 :商業 。法人登記申請書 (令和 6年 4月 ～同年 12月 分 )

2.司法書士ハン ドブックの整備 :

進行中。

3.近畿地方整備局 との道路管理に係 る国家賠償請求の事務委任事業 :

今年度は事務委任なし。

4.会 史編纂 :進展なし。

5.その他 :

(1)「依頼者等の本人確認等に関する規定」の廃止・制定

12)会長予選制導入の検討に着手す る。

13)裁判所か ら和歌山県司法書士会に対する相続財産清算人 。所有者不明

土地管理人等に関する推薦依頼実績 (受託件数)は、下表のとお り。

(注)年度 :4月 1日 ～翌年 3月 31日

相続財産清算人、所有者不明土地・建物管理人は、令和 5年 4月 1日 施行

<災害対策委員会 >

1.和歌山県下における全市町村 との 「災害時における被災者相談業務の実

施に関する協定書」の締結が完了 した。

2.和歌山県司法書士会独 自の災害姑応マニュアルを作成 した。

和歌山地裁・家裁・簡裁からの推薦依頼
令和 4
年度

令和 5

年度

令和 6

年度

令和 7

年度

相続財産清算人 (十日・相続財産管理人) 12 13 15 13

新・相続財産管理人 (民 879の 2) 3 2 2

不在者財産管理人 2 1 3 0

所有者不明土地・建物管理人 2 7 4

その他 (清算人、簡裁の特別代理人 ) 0 0 2 1

合  計 14 19 29 20



「災害時における被災者相談業務の実施に関する協定書」締結状況

市 町 村 依 頼 日 締 結 日 備  考

1 岩出市 令和4年5月 17日

2 紀の川市 令和4年 5月 13日 令和4年 7月 7日

3 新宮市 令和4年8月 18日 令和4年9月 5日

4 伊都郡かつらぎ町 令和4年 6月 21日 令和4年9月 27日 調印式

5 東牟婁郡那智勝浦町 令和4年 8月 18日 令和4年 10月 1日

6 東牟婁郡古座川町 令和5年 8月 1日 令和5年 8月 10日

7 東牟婁郡串本町 令和5年 8月 1日 令和5年 9月 13日

8 東牟婁郡大地町 令和5年 8月 1日 令和5年 9月 26日

9 東牟婁郡北山村 令和5年 8月 1日 令和5年 9月 30日

10 日高郡みなべ町 令和5年 9月 13日 令和5年 10月 10日

11 西牟婁郡白浜町 令和5年 9月 13日 令和5年 11月 6日 調印式

12 伊都郡九度山町 令和5年 11月 8日 令和5年 11月 20日

13 伊都郡高野町 令和5年 11月 8日 令和5年 12月 1日

14 西牟婁郡上富田町 令和5年 9月 13日 令和5年 12月 21日 調印式

15 西牟婁郡すさみ町 令和5年 9月 13日 令和6年 1月 4日

16 田辺市 令和5年 9月 13日 令和6年 1月 4日

17 橋本市 令和5年 11月 8日 令和6年 1月 22日

18 海南市 令和6年 1月 30日

19 日高郡日高町 令和6年 6月 4日 調印式

20 日高郡印南町 令和6年 7月 1日

21 御坊市 令和6年 8月 1日

22 日高郡日高川町 令和6年 12月 3日 令和6年 12月 13日

23 有田市 令和6年 8月 1日 令和7年 1月 16日 調印式

24 有田郡有田川町 令和6年 11月 20日 令和7年 2月 5日 調印式

25 和歌山市 令和6年 11月 18日 令和7年 2月 13日

26 日高郡由良町 令和7年 3月 12日

27 海草郡紀美野町 令和6年 11月 18日 令和7年 4月 11日 調印式

28 有田郡広川町 令和7年 5月 1日

29 日高郡美浜町 令和7年 6月 1日

30 有田郡湯浅町 令和7年 12月 1日



経理都事業報告

経理部長 福留 健

1 空調設備の改善

本館の空調機器が耐用年数をはるかに超えたまま使用されており、熱効率も

悪く、また清掃業者の清掃も不可能なため、吐き出す空気もとても綺麗とはいえ

ない状態だつた。そこで、7月 に会館全体の空調設備を入れ替えた。

これにより、会館の環境は劇的に改善し、事務職員、会員、相談客にとつて過

ごしやすい環境が実現した。

2 事務局職員給与の変更

昨今の物価の急激な上昇に鑑み、事務局職員の給与についても世間に合わせ

た変更を行 う必要性が高まつた。

そこで、4月 の定時昇給については、例年のような若千額の昇給ではなく、前

年比で 15%を超えるような思い切つた昇給を行つた。



企画部事業報告

令和 7年度の事業計画に基づき、下記の事業を実施いたしました。

-1- 空き家対策関係相談会 (開催のみ)

企画部長 上代浩嗣

(敬称略)

和歌山市

場 所 和歌山市勤労者総合センター
出席者 山本美佐子、上代浩嗣
岩出市

場 所 岩出市役所
出席者 野嶋弘太郎
九度山町

場 所 九度山町ふるさとセンター

出席者 大宮一郎
新宮市

場 所 東牟婁振興局
出席者 瀧谷昌應
和歌山市

場 所 和歌山城ホール
出席者 北野倫男、沼龍吾、松平真次
湯浅町

場 所 湯浅えき蔵
出席者 金丸充
田辺市

場 所 西牟婁振興局
出席者 栗原雅人
高野町

場 所 高野町役場
出席者 海堀佐代子
日高町

場 所 日高振興局
出席者 東本慎司

1,令和 7年

2. 令不日7年

3. 令不日7年

4. 令和 7年

5.令和 7年

6.令和 7年

7. 令不日7年

8. 令不日7年

9.令和 7年

5月 30日

6月 20日

8月 13日

8月 15日

8月 17日

8月 17日

8月 17日

8月 23日

8月 24日

(金 )

(金 )

(水 )

(金 )

(日 )

(日 )

(日 )

(上 )

(日 )



10.令 和 7年  8月 25日 (月 )

11.令 和 7年  9月 24日 (水 )

12.令 和 7年 10月 24日 (金 )

13.考予不日7年 10月 26日 (日 )

14.令 不日7年 10月 26日 (日 )

15.令 和 8年 1月 22日 (木 )

16.令 不日8年 1月 22日 (木 )

17.令 和 8年 1月 23日 (金 )

18.令 和 8年 1月 23日 (金 )

19.令 和 8年 1月 23日 (金 )

20.令 和 8年 1月 25日 (日 )

21.令 不日8年 1月 25日 (日 )

橋本市

場 所 伊都振興局
出席者 正木師麻世
和歌山市

場 所 和歌山県民文化会館
出席者 林紀久夫
和歌山市

場 所 和歌山市勤労者総合センター

出席者 坂口裕一朗、阪田健太郎
海南市

ウ霧 所 海南nObinos
出席者 赤崎友香、川端敏弘
白浜町

場 所 白浜町役場
出席者 笠松聖央
御坊市

場 所 日高振興局
出席者 東本慎司
新宮市

場 所 新宮黛設部
出席者 瀧谷昌應
和歌山市

場 所 和歌山市民図書館
出席者 林紀久夫、上代浩嗣、松平真次
岩出市

場 所 那賀振興局
出席者 楠見郁夫
有田市

場 所 有田市消防本部
出席者 河原貴博
田辺市

場 所 西牟婁振興局
出席者 笠松聖央
串本町

場 所 串本町文化センター

出席者 平田正明



22.令 和 8年 1月 26日 (月 )

23.令和 8年 2月 15日 (日 )

24.令 和 8年 2月 15日 (日 )

-2- わかやま空き家活性化連絡会

1.令和 7年  7月 24日 (木 )

2.令不日7年 11月 25日 (火 )

3.令和 8年 2月 12日 (木 )

伊都振興局

和田佳人

下津行政局

南口暢宏

すさみ町総合センター

栗原雅人

橋本市

場 所

出席者

海南市

場 所

出席者

すさみ町

場 所

出席者

第 2国会議

場 所 和歌山県宅建会館
出席者 阪本秀人、上代浩嗣
第 3回会議

場 所 和歌山県宅建会館
出席者 阪本秀人、上代浩嗣
第 4回会議

場 所 和歌山県宅建会館
出席者 阪本秀人

-3- 成年後見関係

1.令和 8年 1月 20日 (火) 第 1回成年後見委員会

2.令和 8年 1月 20日 (火) 成年後見センター第 1回理事会

3.令和 8年 1月 30日 (金) 成年後見センター第 2回理事会

4.令和 8年 2月 17日 (火) 成年後見センター第 3回理事会

5.令和 8年 2月 20日 (金) 成年後見センター臨時総会



6.令和 8年 3月 13日 (金) 成年後見センター第 4回理事会

7.令・不日8年 3月 16日  (月 ) 和歌山家裁研修会
場 所 和歌山県司法書士会

-4- その他

1.令和 7年 8月 4日 (月 ) 和歌山県空家対策協議会

場 所 和歌山県自治会館
出席者 上代浩嗣

2.令和 7年 11月 2日 (日 )

3.令和 8年 2月 16日  (月 )

和歌山県宅地建物取引協会不動産フェア

場 所 イオンモ‐ル和歌山
出席者 上代浩嗣

和歌山県空家対策協議会

場 所 和歌山県自治会館
出席者 上代浩嗣



令和 7年度企画部 成年後見委員会 活動報告

1 委員会開催 1回

令和 7年度推薦事件数を報告 (下記一覧表参考)

年度別推薦事件数

年 度 和歌山家裁

本庁

御坊支部 田辺支都 合計

令和 4年度

(4.ll.14～ )

14 4 1 19件

令和 5年度 62 5 7 74件

令和 6年度 60 5 6 71件

令和 7年度 54 1 11 66件

合計 190 15 25 230件

2 研修会開催

令和 8年 3月 16日 、和歌山家裁後見係大槻書記官を講師として、

「後見人等選任審判申立書」作成に関する実務研修会を開催 しました。

参加 した会員は約 40名。

なお、これの続編 として、令和 8年度は、成年後見人等による新書

式事務報告書に関する研修会を開催したいと企画しています。

(参考)一般社団法人和歌山県司法書士会成年後見センター

令和 7年度 活動報告

会員数 (令和 8年 2月 20日 現在)38名

1 令和 8年 2月 20日 臨時総会開催

次の事項を承認

(1)入会金及び会費に関する規則,会費等納付規程を制定

(2)入会金 金 1万円

(3)会 費 就任事件数 1件当たり金 5千円

これによリセンターの財政基盤の確立を図る。



2 理事会 4回開催

臨時総会の議事を協議

3 令和 8年度の予定

6月 中  執務管理システム説明会を開催

7月 中  令和 8年度定時総会を開催



研修部事業報告

研修部長 野嶋弘太郎

日時 内容 会場

令和 7年
7月 5日 (土 )

午後 1時から
午後 4時 40分

第 1回全体研修
「改正区分所有法に関する研修会」

(DVD/ZOOM)
甲類 4単位

和歌山県

司法書士会

8月 23日 (土 )
午後 1時から
午後 4時

第 2回全体研修
「相続登記義務化 と新たな申請方式に関する

研修会」 (DVD/ZOOM)
甲類 2.5単 位

和歌山県

司法書士会

9月 6日 (土 )

午後 1時から
午後 5時

年次研修 (田辺市内) ビングU

10月 18日
(土 )

午後 1時から
午後 5時

年次研修 (和歌山市内) シティ・イン

和歌山

11月 22日
(土 )

午後 1時から
午後 4時 05分

第 3回全体研修
「休眠担保権等抹消の実務～令和 3年改正対

応 !～」 (DVD/ZOOM)
甲類 3単位

和歌山県

司法書士会

11月 26日
(水 )

午後 6時から
午後 8時

第 4回全体研修
「サイバー攻撃の脅威 とその対応 を学ぶ」

(講師 和歌山県警察本部,NTT西 日本 ,

日本通信機器株式会社 )

甲類 2単位 (倫理 2単位 )

和歌山県

司法書士会

令和 8年
2月 14日 (土 )

午後 1時から
午後 3時

第 5回全体研修

渉外相続登記

(講師 佐伯文弘/ZOOM)
甲類 2単位

和歌山県

司法書士会

3月 14日 (土 )
午後 1時から
午後 3時 40分

第 6回全体研修

新たな財産管理人制度と司法書士の実務

(DVD/ZOOM)
甲類 3単位

和歌山県

司法書士会



見委員
会場内容日時

和歌山県
司法書士会

後見委員会研修会
「後見人等選任審判申立書」作成に関する

実務研修

(講師 大槻裕也書記官/ZOOM)
甲類 2単位

令和 8年
3月 16日 (月 )
午後 1時 30分
から午後 3時

会場内容日時
和歌山県

司法書士会
令和 8年
3月 11日 (水 )
午後 6時から
午後 8時 45分

第 1回和歌山支部研修会
「相続登記義務化 と新たな申請方式に関する

研修会」 (DVD)
甲類 2.5単 位

和歌山県

司法書士会
第 2回和歌山支都研修会
「司法書士等が委任を受けて作成する登記原

因証明情報の取扱いについて」「商業法人登

記申請のポイント①」 (DVD)
甲類 2.5単 位

3月 12日 (木 )
午後 6時から
午後 8時 20分

和歌山県

司法書士会
第 3回和歌山支都研修会
「商業法人登記申請のポイント②」「商業法

人登記申請のポイント③」 (DVD)
甲類 3単位

3月 13日 (金 )
午後 6時から
午後 9時

和歌山県

司法書士会
第 4回和歌山支都研修会
「多様化する社会と法律家～司法書士の役

割」 「現場から拓く～可能性を拡げた司法書

士の挑戦～」 (DVD)
甲類 2.5単 位 (倫理 2.5単 位 )

3月 16日 (月 )
午後 6時から
午後 8時 30分

和歌山県

司法書士会
3月 17日 (火 )
午後 6時から
午後 7時 20分

第 5回和歌山支都研修会
「司法書士の次のステージを語る」 (DVD)
甲類 1.5単 位 (倫理 1.5単 位 )



内容 会場日時

御坊市民

文化会館
令和 8年
1月 10日 (土 )
午前 9時 30分
から午後 4日寺3
5分

第 1回御坊支部研修会
「本人確認情報の現状と展望」 「ドイツにお

ける相続手続き～専門家の果たす役割～」

(DVD)
甲類 6単位 (倫理 5単位 )

第 2回御坊支都研修会
「相続登記義務化 と新たな申請方式に関する

研修会」 「AI v,s.自 らを知らない司法書士」

「不動産取引における司法書士の分担的な関

与と責任」 (DVD)
甲類 6.5単 位

御坊市民

文化会館

1月 18日 (日 )
午前 9時 10分
から午後 4日寺5
0分

田

会場日時 内容

第 1回 田辺支都研修会
「本人確認情報の現状と展望」 「本目続土地国

庫帰属法制度の概要」 (DVD)
甲類 7単位 (倫理 5単位 )

田辺市民

総合センター
令和 7年
11月 29日
(土 )

午前 9時から
午後 4時 50分

田辺市民

総合センター
第 2回 田辺支都研修会
「令和の相次ぐ法改正による潮流の激変」「法

律文書作成に関する研修会 (DVD)
甲類 6.5単 位 (倫理 3単位 )

令和 8年
1月 24日 (土 )
午前 9時 10分
から午後 5日寺2
4分

会場日時 内容

新宮市文化

複合施設
「丹鶴ホール」

第 1回新宮支部研修会
「未成年後見に関する研修会」 (DVD)
甲類 6単位

令和 8年
1月 24日 (土 )
午前 9時から
午後 4時 30分

新宮市文化

複合施設
「丹鶴ホール」

第 2回新宮支部研修会
「休眠担保等抹消の実務～令和 3年改正

対応 !～」「法律文書作成に関する研修会」

(DVD)
甲類 6単位 (倫理 3単位 )

3月 15日 (日 )
午前 9時から
午後 4時 30分



・令和 7年 10月 2日所定研修単位不足者21名への説明要求書をメール
① 正当理由の無い方へは、研修受講指示書をメール

② 回答の無い方へは、回答指示書を郵送

③ 現在未回答の方は1名

・単位取得者の推移は、令和 5年度は、78.0%、 令和 6年度は、85.9%、
令和 7年度は、98.8%と なつております。



令和 7年度単位制研修 単位取得状況報告書

1.会員数について

(1)令和 8年 3月 末日現在の会員数

(2)所定の単位不足者
〔0.5単位以上を取得し、上記 (1)を満たさない会員の数〕

(3)単位未取得者 (0単位)の会員数

※「2.(1)～ (3)の合計数Jは、「1(1)か ら 1.(2)の 会員数を引いた数Jと 同数

(4)会員の平均取得単位数 〔会員の全取得単位/会員数〕

164  名

(2)上記 (1)の うち令和 7年度の途中に入会した会員数

(新規登録 B変更の登録の双方 )

2.単位の取得数 【令和 7年度の途中に入会 した会員 日退会 した会員を除く】

(1)所定の単位取得者
〔日司連会員研修規則第 12条の規定を満たした会員の数〕

3 名

1 1

4

6  名

14. 5 位



令和 6年度単位制研修 単位取得状況報告書

1,会員数について

(1)令和 7年 3月 末日現在の会員数 1

(2)上記 (1)の うち令和 6年度の途中に入会した会員数

(新規登録 H変更の登録の双方 )

2.単位の取得数 【令和 6年度の途中に入会 した会員 日退会 した会員を除く】

(1)所定の単位取得者

〔日司連会員研修規則第 12条の規定を満たした会員の数〕

9 名

6 名

140 名

12  名

11  名

13. 4 単位

(2)所定の単位不足者

〔0.5単位以上を取得し、上記 (1)を 満たさない会員の数〕

(3)単位未取得者 (0単位)の会員数

※「2.(1)～ (3)の合計数」は、「1(1)か ら 1.(2)の 会員数を引いた数Jと 同数

(4)会員の平均取得単位数 〔会員の全取得単位/会員数〕



(1)令和 6年 3月 末日現在の会員数

(2)上記 (1)の うち令和 5年度の途中に入会した会員数

(新規登録 日変更の登録の双方 )

2.単位の取得数 【令和 5年度の途中に入会した会員 日退会した会員を除く】

(1)所定の単位取得者
〔日司連会員研修規則第 12条の規定を満たした会員の数〕

令和 5年度単位制研修 単位取得状況報告書

1.会員数について

(2)所定の単位不足者
〔0.5単位以上を取得し、上記 (1)を満たさない会員の数〕

(3)単位未取得者 (0単位)の会員数

※「2.(1)～ (3)の合計数」は、「1(1)か ら 1.(2)の 会員数を引いた数Jと 同数

(4)会員の平均取得単位数 〔会員の全取得単位/会員数〕

165  名

6 名

1 4

14   名

21   名

12 4 単位



所定単位未取得会員各位

和司発第 298号
令和 7年 10月 2日

和歌山県司法書士会

会  長 伊澤 徹

研修部長 野嶋弘太郎

研修単位について

貴殿におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

さて、ご存じのとおり、令和元年度から単位研修の義務化が実施されておりますが、貴殿

におかれましては、令和 6年度の取得単位が 12単位未満 (又は倫理 2単位未満)であ

ります。

単位研修については、知識の研鑽のみならず、新設された司法書士法の使命規定と連

動して社会的責務として位置付けられたものであり、懲戒請求がなされた場合、所属会

が懲戒請求に対し、意見を述べる際、考慮事由として重大な意味をなしてきます。

つきましては、日本司法書士会連合会の指導要領に基づき、単位未取得の理由について、

下記の回答欄にご記入のうえ御回答をお願い致します。

御回答は、令和 7年 10月 17日 (金 )ま でに FAX等 で御回答下さい。

(期 限までに御回答頂けない場合、再度回答を求める会長指示文書が送付 されま

すので、御注意下さい。)

切 り取 らず に FAXし て下 さい
FAX 073-422-4269

回 答 書
令和  年  月  日

氏  名



所定単位未H文得会員 各位
和司発1第 349号
令和 7年 11月 4日

和歌山県司法書士会

会長   伊 澤  徹
研修部長 野 嶋 弘太郎

会長指示文書

貴殿におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げますと

この度、令和 7年 10月 2日和司発第298号に基づき、単位未取得の理由について御回

答頂きましたが、日本司法書士会連合会の指導要領に基づく特段の事由に該当しないため、

今年度の研修所定単位を取得するよう指示致します。

*今年度所定単位未取得者となられた場合、会長指導対象者となりますので、御

注意下さい。



所定単位未取得会員 各位
和司発第 348号

令和 7年 11月 4日

和歌山県司法書士会

会長   伊 澤  徹
研修部長 野 嶋 弘太郎

会長指示文書

貴殿におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

この度、貴殿は、令和 7年 10月 2日和司発第 298号 にて求めました、単位未取得の理

由について御回答がありませんでした。

よつて、日本司法書士会連合会の指導要領に基づき、単位未取得の理由について、下記

の回答欄に御記入のうえ御回答下さるよう指示致します。

御回答は、令和 7年 11月 21日 (金 )ま でにFAX等 で御回答下さい。
(*期限までに御回答頂けない場合、会長指導対象者 となりますので、御注意下

さい。)

切 り取 らず に FAXし て下 さい
FAX 073-422-4269

回 答 書
令和  年  月  日

氏  名



1

広報部事業報告

広報部長 大宮一郎

司法書士制度の広報
。 「法の日」無料相談の広報

当会ホームページに案内掲載

市報わかやま・県民の友に案内掲載

朝 日新聞 。毎 日新聞等に広告掲載

報道各社・関係機関・会員への周知
。大阪・関西万博共創チャレンジ参加 (リ ーガルエコープロジェク ト)

・ 相続登記はお済みですか月間の広報

当会ホームページに案内掲載

市報わかやま 。県民の友に案内掲載

チラシ 。ポスターを作成 し関係機関 。会員へ配布

新聞四紙 (朝 日・産経 。毎日・読売)へ広告掲載
ラジオCM放送及びラジオ出演 (広報部長 )
報道各社・関係機関 。会員への周知

各種市民支援事業に関する広報
。司法書士総合相談センター・相続登記相談センターの広報

ホームページ及び新聞 (紀伊民報)等に案内掲載

3.相 続登記の申請義務化に関する広報
。 当会作成チラシの配布
会員、市町村役場 。関係機関、金融機関等に必要に応 じ配布

・ 新聞四紙 (朝 日。産経 。毎 日・読売)に広告掲載 (3月 )
義務化前に生じた相続について申請期限まであと一年 となるため

4.市 民への情報公開
・ ホームページに当会の情報、会員の情報を掲載する

ホームページの管理・運営
。掲載情報に追加・変更がある際に随時更新する

会報「きのくに」の発行
・ 各会員、各支部長から原稿を募り年度末に発行する

7.き のくにエクスプレスによる会員への情報提供
。 当会、近司連の理事会 。各部会等の情報、会員の異動を掲載する

2

5

6



1,相談について (氏名については敬称冊各)

(1)司法書士総合相談センター  和歌山・田辺 。橋本で開催
和歌山  毎週土曜 日
田 辺  毎月第 1土曜 日 (原則 )
橋 本  毎月第 2土曜 日

市民支援部事業報告

429件
79件
61件

322件

60件
41件

269件

17件
47件
80件
3件

市民支援部長 川端敏弘

相談件数

① 事務局受付

和歌山

田 辺
橋 本

② 相談票提出

和歌山

田 辺
橋 本

③ 本日談内容

登記関係

多重債務関係

民事一般事件

家事事件

その他

(2)紀の川市巡回相談 (同市社会福祉協議会主催 )
毎月第 2水曜日

相談員 1名
相談員として主に旧岩出支部の会員が担当

(3)和歌山市無料相談
毎月第 2水曜日

相談員 2名
和歌山支部に委託



(4)法テラス相談センター相談
第 2、 第 4火曜日

相談件数が極めて少ないことから、令和 7年度で終了

(5)法テラスの日記念無料相談会
日 時 4月 24日

場 所 和歌山ビング愛
相談員 高橋秀卓

(6)法務局における無料登記相談所 (8月 7日 から)
毎月第 1及び第 3木曜 日

相談員 :当初 3名 、 10月 から2名

(7)法の日無料相談会
日 時 10月 3日

場 所 和歌山地方法務局本局
和歌山支部に委託

(8)一 日合同行政相談会
和歌山会場

日 時 10月 22日

場 所 和歌山ビック愛
相談員 井上浩志、小久保武彦

会場田辺

日 時
場 所

相談員

9月 30日

田辺市民総合センター

栗原雅人、井口博文

橋本会場

日 時
場 所
相談員

10月 29日

橋本市保健福祉センター

正木師麻世、海堀佐代子

那智勝浦会場

日 時 11月 5日

場 所 那智勝浦町役場
相談員 間所寛夫



(9)専門士業よろず無料相談会
日  時  11月 25日
場  所 和歌山ビック愛
相 談 員 小久保武彦、谷口健太、松江維史、森 純也
相談件数  14件

(10)多重債務者相談会 (和歌山県県民生活課消費生活班所管)

日 H寺  12月 3日
場 所 日高振興局
相談員 福田 常

日 H寺  12月 3日
場 所 東牟婁振興局
相談員 更谷正樹

日 時 12月 4日

場 所 伊都振興局
相談員 和田佳人

日 日寺 12月 6日
場 所 和歌山財務事務所
相談員 木村直登

以上のとお り予定されていましたが、相談予約がなかったため、直前に

相談員の派遣を中止 した。

2.法務局における自筆証書遺言作成体験会
(1)日 時 8月 31日

派遣員 小久保武彦 (講師)、 高橋秀卓、田口普也、松平真次、川端敏弘
参加者  28人 (定員 30人 )

12)日 時

派遣員

参加者

11月 30日

小久保武彦 (講師)、 北野倫男、高橋秀卓、松平真次、川端敏弘

41人 (定員 40人 )

儒)日 時
派遣員

参加者

2月 28日

小久保武彦 (講師)、 北野倫男、高橋秀卓、石田真由、川端敏弘

40人 (定員 40人 )



3.経済的困窮者支援事業による実費等の支弁
期間中の実績なし

4.少額事件裁判事務推進助成事業による助成
期間中の実績なし

5.ADRセ ンターの運営
ADR l件

6.近畿司法書士会連合会相談事業推進委員会に出席
(1)日  時 9月 30日
場 所 大阪司法書士会館
出席者 市民支援部長 川端敏弘

12)日  時
場 所

出席者

3月 18日

大阪司法書士会館 (Z00M参加 )

市民支援部長 川端敏弘

7。 日司連の市民救援事業に関する説明会に参加 (Z00M会議 )

日 時  11月 14日
出席者 市民支援部長 川端敏弘

以  上


